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●
酪
農
学
園
大
学
短
期
大
学
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
我
　
妻
　
尚
　
宏

　

霧
多
布
湿
原
内
に
は
、
北
海
道
レ
ッ
ト

デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
に
希
少
種
と
位
置
づ
け
さ
れ

て
い
る
エ
ゾ
オ
オ
サ
ク
ラ
ソ
ウ
が
自
生
し
て

い
る
が
、
自
生
地
か
ら
の
盗
掘
が
後
を
絶
た

ず
、
絶
滅
危
惧
に
瀕
し
て
い
る
。
自
生
地
も

少
な
く
、
希
少
種
で
あ
る
エ
ゾ
オ
オ
サ
ク
ラ

ソ
ウ
の
遺
伝
的
多
様
性
の
調
査
・
評
価
し
保

全
に
関
す
る
基
礎
的
見
地
を
得
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
葉
緑
体
Ｄ
Ｎ
Ａ
非
コ
ー
ド
領
域

三
領
域
を
用
い
て
野
生
集
団
に
お
け
る
母
系

の
地
理
的
分
布
と
、
そ
れ
ら
の
系
統
関
係
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
の
調
査
を
行
っ
た
。

平
成
二
十
一
年
度
　
学
術
研
究
助
成
成
果
報
告

●
北
海
道
大
学
大
学
院
環
境
科
学
院
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶
　
原
　
瑠
美
子

　
近
年
、
世
界
的
に
養
殖
に
よ
る
汽
水
湖

内
の
環
境
悪
化
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
今
後
、
火
散
布
沼
で
の
カ
キ
成

長
作
用
の
環
境
諸
因
子
と
食
物
源
解
析
に

適
し
て
い
る
と
さ
れ
る
炭
素
お
よ
び
窒
素
の

安
定
同
位
対
比
を
測
定
し
、「
マ
ガ
キ
の
餌

源
」、「
カ
キ
の
成
長
に
影
響
を
与
え
る
主

要
な
環
境
因
子
」
に
つ
い
て
明
ら
か
に
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
調
査
し
た
。

●
北
海
道
大
学
大
学
院
環
境
科
学
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
本
　
和
　
宏

　
イ
ト
ウ
は
サ
ケ
科
イ
ト
ウ
類
に
属
し
、
国

内
最
大
の
淡
水
魚
で
、
近
年
、
急
激
に
個

体
数
が
減
少
し
て
お
り
、
絶
滅
危
惧
種
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
道
東
の
根
釧
原
野
で

は
一
九
六
〇
年
代
に
産
卵
し
て
い
た
九
水
系

六
十
四
支
流
に
お
い
て
、
四
五
％
の
支
流
で

絶
滅
し
、
産
卵
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
。
浜

中
町
の
三
郎
川
も
風
蓮
川
水
系
の
イ
ト
ウ
が

産
卵
す
る
支
流
の
一
つ
で
あ
り
、
中
流
域
に

上
水
道
用
の
取
水
を
行
う
目
的
で
堰
が
設

け
ら
れ
た
が
、
取
水
堰
が
イ
ト
ウ
親
魚
の
産

卵
遡
上
に
と
っ
て
、
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
、
二
〇
〇
八
年
十
月
に
、
町

内
の
酪
農
家
ら
で
組
織
す
る｢

三
郎
川
魚

道
設
置
委
員
会｣

が
魚
道
の
設
置
が
行
わ

れ
た
。
今
回
の
調
査
は
、
設
置
さ
れ
た
魚
道

取
水
堰
が
イ
ト
ウ
の
産
卵
遡
上
に
及
ぼ
す

影
響
を
検
証
す
る
目
的
と
し
て
行
っ
た
。

　

五
月
号
に
お
い
て
、
紹
介
し
て
お
り
ま
し
た
、
平
成
二
十
一
年
度
の
成
果
報
告
に
つ

い
て
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

調
査
件
数
は
、
六
件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
内
三
件
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
も
引
き

続
き
調
査
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
回
は
研
究
が
終
了
と
な
っ
た
、

三
件
の
成
果
報
告
を
い
た
し
ま
す
。

『
霧
多
布
湿
原
と
そ
の
周
辺
に
お
け
る
希
少
種

エ
ゾ
オ
オ
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
遺
伝
的
多
様
性
の
評
価
』

『
亜
寒
帯
汽
水
湖
に
お
け
る
炭
素
お
よ
び
窒
素
安
定
同
意
対
比

を
用
い
た
カ
キ
成
長
に
作
用
す
る
主
要
な
環
境
因
子
の
把
握
』

『
風
蓮
川
水
系
に
お
け
る

背
滅
危
惧
種
イ
ト
ウ
繁
殖
状
況
調
査
』

（
調
査
内
容
）

○
調
査
地
…
三
番
沢
・
四
番
沢
・
六
番
沢
・
藻
散
布

　

※
他
の
調
査
地
域
…�

厚
岸
町
末
広
・
釧
路
町

昆
布
森

○
調
査
方
法

　

平
成
二
十
一
年
の
五
月
に
各
調
査
区
か
ら
一
個

体
あ
た
り
三
枚
の
葉
を
四
個
体
か
ら
採
取
し
た
。

採
取
し
た
葉
は
、
採
取
地
ご
と
に
シ
リ
カ
ゲ
ル
を

入
れ
た
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
袋
に
入
れ
、
マ
イ
ナ
ス

八
〇
℃
の
冷
凍
庫
に
入
れ
保
管
し
実
験
を
行
っ
た
。

（
調
査
結
果
）

　

葉
を
採
取
し
た
地
域
に
自
生
す
る
エ
ゾ
オ
オ

サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
葉
緑
体
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、
解
読
に
用

い
た
三
領
域
に
多
型
が
確
認
さ
れ
ず
、
同
一
の

ハ
プ
ロ
タ
イ
プ
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

（
考
　
　
察
）

　

本
研
究
で
調
査
し
た
オ
オ
サ
ク
ラ
ソ
ウ
お
よ
び

エ
ゾ
オ
オ
サ
ク
ラ
ソ
ウ
の
野
生
集
団
は
、
短
花
柱

花
と
長
花
柱
花
が
ほ
ぼ
一
：
一
の
割
合
で
混
在
し
、

両
花
柱
型
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
集
団
内
に
分
布
し
て

い
た
。
ほ
と
ん
ど
の
集
団
は
両
花
柱
型
の
比
や
個

体
数
か
ら
安
定
的
に
正
常
な
種
子
生
産
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
環
境
に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、

保
全
や
復
元
の
た
め
で
も
地
域
間
で
個
体
を
移
動

す
る
場
合
、
慎
重
に
検
討
を
行
う
必
要
性
が
あ
る
。

（
調
査
内
容
）

○�

調
査
地
…
火
散
沼
の
沼
口
・
沼
中
央
・
沼
奥
・

沼
最
奥
部
の
四
地
点

○
調
査
時
期
…
四
、六
、八
、十
月

○
調
査
内
容

①
環
境
因
子
調
査

　

・
水
質（
水
温
、塩
分
、溶
存
酸
素
）の
測
定

　

・�

海
水
試
料
の
懸
濁
態
有
機
炭
素
お
よ
び
窒

素
安
定
対
比
の
分
析

②�

カ
キ
の
個
体
調
査（
殻
長
、殻
幅
、殻
高
、
殻
付

全
湿
重
量
）

（
調
査
結
果
）

①
環
境
因
子

　

�

・
水
温
は
、
四
月
が
最
も
低
く
、
八
月
が
最

も
高
い
、
沼
口
部
は
四
月
に
約
三
℃
と
最
も

低
く
、
沼
奥
部
で
八
月
に
約
二
三
℃
と
最
も

高
い
値
で
あ
っ
た
。

　

�

・
塩
分
は
、
調
査
期
間
を
通
し
て
二
九
．二
～

三
二
．七psu

の
範
囲
で
変
動
し
て
い
た
。

　

�

・
溶
存
酸
素
濃
度
は
、
四
月
が
最
も
低
く
、
六

月
が
最
も
高
い
。
八
月
お
よ
び
十
月
で
は
低

い
値
で
あ
っ
た
。

②
カ
キ
の
個
体

　

�

・
平
均
殻
長
お
よ
び
殻
付
全
湿
重
量
は
、
明

確
な
地
点
間
の
差
異
は
見
ら
れ
な
い
。

　

�

・
平
均
殻
長
は
、
四
月
で
は
八
〇
㎜
程
度
で
、

十
月
に
は
一
〇
〇
㎜
以
上
に
成
長
し
て
い
た
。

　

�

・
平
均
殻
付
全
重
量
は
、
四
月
で
は
三
〇
ｇ
程

度
で
、十
月
に
は
六
〇ｇ
以
上
に
成
長
し
て
い
た
。

　

�

・
平
均
成
長
速
度
は
、
四
月
か
ら
八
月
ま
で
増

加
し
、八
月
か
ら
十
月
の
間
で
は
減
少
し
て
い
た
。

（
考
　
　
察
）

○
カ
キ
の
餌
源

　

�

・
カ
キ
は
、
懸
濁
態
粒
子
中
か
ら
植
物
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
よ
り
動
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
選
択

的
に
摂
食
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

○�

カ
キ
の
成
長
に
影
響
を
及
ぼ
す
主
要
な
環
境
因
子

　

�

・
空
間
的
な
水
温
の
違
い
が
、
成
長
速
度
の

空
間
的
な
差
異
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
と

考
え
ら
れ
る
。

（
調
査
内
容
）

○
調
査
地
…
三
郎
川
流
域

○
実
施
期
間
／
四
月
十
二
日
～
五
月
十
二
日

○�

調
査
方
法
…
三
郎
川
沿
い
を
踏
査
し
産
卵
床

の
確
認
を
行
い
、
イ
ト
ウ
親
魚
を
目
視
で
雌

雄
の
識
別
と
全
長
の
推
計
を
行
い
、
位
置
を

Ｇ
Ｐ
Ｓ
で
記
録
。

（
調
査
結
果
）

○
流
域
内
に
お
け
る
産
卵
適
地
分
布

　

�

・
堰
上
流
八
六
〇
㎡
、
堰
下
流
六
九
九
㎡
の

イ
ト
ウ
の
産
卵
適
地
で
、
上
流
区
間
に
は
下

流
区
間
に
比
べ
て
、
約
一
．二
倍
の
産
卵
適
地

が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

�

・
取
水
堰
よ
り
上
流
区
域
で
、イ
ト
ウ
親
魚（
オ

ス
）
を
目
視
確
認
し
、
三
箇
所
で
イ
ト
ウ
産

卵
床
を
確
認
し
た
。

　

�

・
六
月
下
旬
に
は
稚
魚
の
形
態
に
な
り
、
外

部
形
態
か
ら
識
別
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る

と
推
察
す
る
。

（
考
　
　
察
）

　

�

・
初
め
て
三
郎
川
の
堰
上
流
区
間
に
お
い
て
、

イ
ト
ウ
親
魚
及
び
産
卵
床
が
確
認
さ
れ
、
魚

道
設
置
し
た
こ
と
に
よ
り
、
遡
上
環
境
が
改

善
さ
れ
た
こ
と
が
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

�

・
魚
道
設
置
に
よ
る
産
卵
適
地
面
積
が
増
加

し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
的
に
は
イ
ト
ウ

産
卵
床
数
が
増
加
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

�

・
民
間
（
設
置
協
議
会
）
で
製
作
し
た
魚
道

で
あ
っ
て
も
、
魚
の
遡
上
環
境
の
改
善
に
一
定

の
効
果
を
有
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

�

・
今
後｢

三
郎
川
魚
道｣

を
一
つ
の
モ
デ
ル
と
し
て
、

よ
り
多
く
の
場
所
で
、
安
価
で
効
果
的
な
魚
道

を
開
発
し
、導
入
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
☆�今回の詳しい報告書は、役場商工労働観光係又は霧多布湿原
センターに保管しておりますので、照会のうえご覧ください。


